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１．研究計画の概要 

本研究は、地域的には北アイルランド（な
いしアルスター地方）を、時代的には 20
世紀から現在まで、とくに北アイルラン
ド紛争が始まった 1960年代後半以降を中
心的に扱う。題目を「詩的想像力」とす
るのは、研究対象を文学作品に限定せず、
北アイルランド住民の民衆的想像力をも
広く視野に入れるからである。具体的に
は詩作品以外に、プロテスタントとカト
リックという宗派ごとに分断されたコミ
ュニティに見られるミューラル（政治的
主張をもつ壁絵）やグラフィティ（政治
的主張をもつ言葉）、あるいは各コミュ
ニティで歌われるソング（伝承歌など）
なども研究対象とする。 
 

２．研究の進捗状況 

本研究は詩人の詩作品の研究と並行して、ミ
ューラルやグラフィティなど、北アイルラン
ドの宗派別コミュニティに見られる壁絵や
言葉などを現地調査することがある。後者に
ついては、「３．現在までの達成度」で後述
するように著書として結実した。前者につい
ては取り上げるべき詩人のうち（全体では 10

人程度の詩人）半分くらいの詩人の研究まで
しか進んでいない。その理由の一つとして、
北アイルランドを代表する詩人兼文芸評論
家のシェイマス・ディーン著『アイルランド
文学小史』の翻訳に数年関わっていたという
ことが挙げられる。本翻訳は今年度前半に刊
行される運びとなるので、今後はいっそう、
詩人研究に力を注ぎたい。 

 

３．現在までの達成度 

① 当初の計画以上に進展している。 

（理由）本研究の目標として研究成果を著書
にまとめることがある。一つはミューラルに
関する著書、もう一つは北アイルランド詩人
に関する著書である。そのうち、前者につい
ては平成 23 年 3 月に『北アイルランドとミ
ューラル』（水声社）として結実した。後者
については各論を書き続けている最中であ
る。 

 
４．今後の研究の推進方策 
本研究は 2008年度（平成 20年度）から平成
2012 年度（平成 24 年度）までの 5 年間であ
る。まずその真ん中の年である 2010 年度末
に著書を刊行でき、研究目標の一部は達成し
た。2011 年度（平成 23 年度）は 4 月 1 日か
ら翌年 3 月 31 日まで本務校から北アイルラ
ンドでの在外研究の機会を与えられた。ミュ
ーラル研究の第一人者、アルスター大学ビ
ル・ロールストン教授のもとで研究を行う。
したがって本年度は、本研究テーマのうち、
とりわけミューラルに見られる民衆的想像
力の展開について現地調査を機会があるご
とに行いたい。詩人論についてはシェイマ
ス・ヒーニーを再度扱う予定である。2012年
度（平成 24 年度）は最後の年になるので、
研究計画の大きな部分を占める北アイルラ
ンド現代詩人論を書き進めたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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